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研究成果概要 
 神岡坑内の超伝導重力計は，2011 年 3 月の東北地方太平洋沖地震の後，年間 10 マイ

クロガルにもおよぶ重力の減少を示しており，いままさに貴重な記録が得られていると

考えられる．そのような時期にもかかわらず冷却水などのトラブルが頻発していたため，

圧縮機を水冷式から空冷式に切り換えた．これにより，観測を安定化するだけでなく，

熱源と振動源を重力計から遠ざけることができた． 
 上述の重力の減少は現在も続いており，それを解釈するにあたって，ローカルな水文

学的影響を適切にモデリングして取り除くことが必要である．とくに冬季の積雪の影響

が大きいので，積雪荷重のその場データを取得するため，PET ボトルと圧力センサーを

利用した簡易的な「積雪重量計」を作って測定を行った．2014-2015 年のシーズンには，

装置の設置方法を工夫し，より確実な動作をするようにした．また，山麓の茂住地区に

おいて積雪の断面の観察や密度の測定を 5 回にわたって実施し，積雪重量測定の検定に

資するとともに，融雪のモデリングのための基礎資料を取得した．とくに，雪が焼結作

用を受けて変質し，見かけ以上に重くなるいわゆる「沈降力」を発生するメカニズムに

ついて，実地での貴重なデータを取得することができた．以上に加えて，茂住には国土

交通省が設置した降雪計，積雪深度計，温度計などがあるので，それらとも合わせて積

雪重量の変化についての実際的なモデルを開発する見通しが立った． 
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